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岩佐 武 : 特別講演: DOHaDに関する臨床と研究, 第52回徳島母性衛生学会, 2020年9月.
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岩佐 武 : 特別講演:がん治療と妊孕性温存に関する現状と課題, がん高度実践看護師WG講演会 in Tokushima, 2020年度がん看護インテンシブコースII, 2020年12月.
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河北 貴子 : 子宮腺筋症，子宮内膜 症のホルモン剤内服中に発見された乳癌4症例の後方視的検討., 第27回日本産婦人科乳腺 医学会,2021年3月13日-3月14日,WEB., 2021年3月.
西村 正人 : 特別講演:癌ゲノム時代における卵巣癌に対する当院の新たな挑戦, Ovarian Cancer Online Meeting, 2020年7月.
西村 正人 : 特別講演: 婦人科癌の痛みコントロール 化学療法後神経障害性疼痛に対するタペンタの使用経験, Cancer Pain Web講演会, 2020年8月.
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岩佐 武, 湊 沙希, 山本 由理 : 多嚢胞性卵巣症候群(PCOS), 総合医学社, 2021年9月.
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